
 

 

 

寒さが厳しい一週間になりました。ウイルスが好む環境条件の気温が低下、

空気の乾燥が続いたためか、発熱やのどの痛み、嘔吐での欠席が増えてきま

した。感染予防に手洗いは大事だとわかっているけど、冷たい水で手を洗う

のは嫌！！手洗いはちゃちゃっと。アルコールで消毒しとけば大丈夫！と思

って、手洗いをおろそかにしている人が多いのではないでしょうか？ 

なんと‼ 京都府医大教授らの研究で、アルコール消毒は効果が薄い‼ 

手洗いが重要❕と発表されました。 

水は冷たいですが、石けんを使って手についたウイルスを洗い流しましょう。 

 

 

 

令和元年１２月６日      

武 雄 中 保 健 室  

感染ルート 
 

①空気感染 

 

②接触感染
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11 月 28日（木）学校薬剤師中尾保彦先生に来校いただき、教室の照度検査と空気検査（二

酸化炭素）の検査を測っていただき、教室の環境が学習に適しているかどうか検査しました。照

度は、どの教室も基準を上回っており、問題はありませんでした。しかし、空気検査では、基準

を超えている教室がありました。検査結果は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A教室 B教室 C教室 D教室 E教室 基準値 

時刻 11:21 11:36 11:48 11:57 12:05  

気温 20.4℃ 24.1℃ 20.0℃ 22.5℃ 25.4℃ ＊17～28℃が望ましい 

温度 60％ 61％ 62％ 64％ 50％ ＊30～80℃が望ましい 

CO2 500ppm 1200ppm 700ppm 500ppm 1500ppm ＊1500ppm以下が望ましい 

教室の空気・照度検査をしました。 

 

  

  

1000ppmを超える教室が2教室ありました。休み時間の換気の有無が 

検査結果の違いだと思われます。 

二酸化炭素が多くなると、 

①体調を崩しやすい（頭痛・吐き気） 

②酸素不足になり集中力がなくなる。学習能率の低下   

などの悪影響が出てきます。 

寒くて窓を開けるのがいやになりますが、休み時間ごとに窓を開け空気

の入れ替えをしましょう。対角線上の窓を開けると効果的です。 

授業の前、窓を開け換気をしていた。 

授業の前の窓開けなし！ 

検査日 R1.11.28（晴れのち曇り） 


